












そこで、『記者ハンドブック 第 13 版　新聞用
字用語集』（共同通信社・2016 年）と『最新 用


































ぞれ 3 千 800 字程度で収録され、強いインパクト
を放っている。
版元の晶文社編集部によると、2 段組み 700 頁
超えの厚本である『仕事！』は、初版 4 千部、3
千 800 円でスタート。97 年に 20 回目の最終増刷





























































務「委託」の実態が、20 代から 60 代にかけての
委託作業員 5 名と、都事業からの引き継ぎである
雇上（ようじょう）会社の運転手 2 名（うち女性
1 名）へのインタビューによって浮き彫りにされ
る。文字量としては、一人当たり 500 字から
1,900 字とばらつきがあるが。
すべて仮名、年齢は推定というあたりでは、自
治体の名が伏せられていた坂本信一著『ゴミにま
みれて─清掃作業員青春苦悩篇』（径書房・
1995 年）での困難が想い起こされる。この上さ
らに、他の地方自体との比較までもを本書に求め
るのは酷というものだろう。
スプレー缶、ライター、カセットボンベ、電池、
蛍光灯などの危険を伴う可燃ごみと資源を取り出
す破袋選別作業の体験を集約した藤井は、〈第 2
章　研究者が体験した収集現場〉で次のように述
べている。
「危険を伴う仕事を外注するのではなく、公とい
うバックボーンに守られて、安心して業務を遂行
できる体制にしていくべきであろう。そうした環
境を用意していく懐の深さが公務労働にあってよ
いはずだ」（p.87）
しかし、新たな監視体制につながる可能性があ
る提言は疑義を抱かれやすい。清掃リソースによ
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る地域情報活用の究極形は、以下のように最終
〈第 5 章　清掃行政の展望〉でも繰り返される。
「……清掃職員が収集現場でつかむ情報は役に立
つ。民泊の宿泊者には、ごみ出しや分別のルール
が徹底されない。指定された以外の曜日に、分別
もされず出されるケースが多い。それらを破袋調
査すれば、宿泊者と業者との連絡文書、宿泊者施
設への行き方や設備の説明、鍵の授受方法などが
含まれている。そこから、警察との協力体制のも
とでの取り締まりが可能となる」（p.227-228）
一歩踏み込んだ高揚気味の記述は、経験主義特
有の情緒的一体感がもたらす距離感の失調なのだ
ろうか。さはさりながら、本書が調査系社会学の
停滞を破る突破口になっていることは確かである。
閉鎖的組織に突きつけられている外部委託の問題
は、清掃の現場だけにどまらない。
ジャーナリズムに長く重心を置いてきた評者と
しては、ネット社会が増幅させる他者恐怖の時代
に抗う、藤井の体当たり調査に軽いジェラシーす
ら覚えた。人物像優先で、組織全体の文化に興味
を持つことを苦手にしているのが、日本のジャー
ナリズムであるからだ。
